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学校評価の流れ（※令和5年度の学校評価が令和6年度および令和7年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）
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　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和5年３月２４日 教育長決定 要綱第５号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和５年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

授業改善アンケート「できる」「わかる」95％
以上

「学校の授業は分かりやすいですか」についての肯定的評価は97.5％
(41.5+56.0)であり、目標値を上回った。 A

・ICT機器の活用や個別最適な学習を取り入れ
て、生徒が理解しやすい指導方法の工夫改善に
取り組む。

教職員の取組の肯定的評価は93％　ICT機器は、「一人一人の考え方や感
想を全体で共有する」「資料教材の効果的な提示」「調べ学習のためのツー
ル」「提出物を出すためのツール」などとして活用された。

A

家庭学習を含めた自主学習（60分以上）の定
着　90％以上

「学校外での学習時間は、平日で１日平均どのくらいですか」について60分
以上との回答は69.3％（37.8：2時間以上＋31.5：1時間以上）であり、目標値
を大きく下回った。

C

・定期考査前に学習計画の指導を行い、計画的
な学習習慣を身に付けさせる。（年4回）

教職員の取組の肯定的評価は100％　学習計画の作成と指導は、年4回あ
る定期考査で行った。計画的な学習習慣を身に付けさせるために、前回の
反省を生かして自分で計画を考えることができるよう支援していく。

A

・自主学習に取り組みやすいように、単元テストな
どスモールステップ目標を設定する。

教職員の取組の肯定的評価は64％　定期考査があることで、小学校のよう
な細かな単元テストは行っていない教科もある。テストに限らず、授業の進め
方についてもスモールステップを意識していきたい。

C

学習支援の充実　利用率80％以上
「放課後や定期考査前、長期休業中に実施している補充学習を利用したこと
がありますか」についての肯定的評価は52.3％(23.7+28.6)であり、目標値を
大きく下回った。

C

・品川地域未来塾（毎週水曜日、定期考査前、長
期休業中）の利用を促進する。

教職員の取組の肯定的評価は100％　品川未来塾利用の呼びかけは、お知
らせも含めいろいろな方法で行っている。独自で学習習慣を確立している生
徒もいるので、必要な生徒についての利用率を上げていきたい。

A

・特別な支援が必要な生徒について理解を深め、
授業における適切な支援を行っていく。

教職員の取組の肯定的評価は93％　特別な支援について理解や意識の高
い教員もおり、支援につながっているが、情報を広く共有して、教員の支援
の仕方についても、研修を通して理解を深めていきたい。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

・「自主学習」というくくりでは60分以上の定着
率は低いが、学習塾などでの勉強時間も含
め、学校外での実質の勉強時間はこれより
多く見込まれる。
・定期テストに向けた計画的な学習習慣を身
に付ける取り組みは継続していく。
・授業からテストによる定着確認までの時間
間隔を短くし、学習目標を明確にした自主学
習の習慣につなげる。

③

・基礎基本の定着を目指す生徒を対象とし
て、三者面談などの機会に生徒と保護者に
放課後補習への参加を勧めていく。
・補習の講師として卒業生や地域の大学生
に協力いただき、和やかに学習できる場であ
り、今後も大切に継続していきたい。
・校内研修などを通して、特別な支援を必要
とすることに対する教職員の共通理解と知識
を深めていく。

②

「すすんで学ぶ生徒」を目指し、「基礎学力の定着」と「個
別最適な学びの実現」に努める。

・ICT機器を活用し、生徒が理解しやすい授
業に向けた工夫改善の取り組みが、「分かり
やすい」という肯定的な評価につながってい
る。校内研修等により、教職員が個別最適な
学びについて、より理解を深め授業の工夫
改善につなげていく。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



令和５年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

基本的な生活習慣を身に付けた、自立した
個の育成　達成率90％以上

「食事や睡眠、衛生健康管理などの基本的生活習慣は身についていると思
いますか」についての肯定的評価は90.1％(55.2+34.9)であり、目標値に達し
た。

A

・「目配り、気配り、心配り」を心がけさせ、集団の
中にいることを意識しながら、基本的な生活習慣
の定着に向けて指導を行う。

教職員の取組の肯定的評価は100％　「目配り、気配り、心配り」について
は、全校や学年による生徒への話の中で浸透してきている。基本的生活習
慣の定着については、家庭と協力して進めていきたい。

A

豊かな学校生活への自己有用感の育成　学
校・地域貢献度意識90％以上

・「学校や地域の活動で、自分の力も役立つ場面があったと感じますか」につ
いての肯定的評価は82.5％（34.0+48.5）であり、目標値をいくらか下回った。 B

・生徒会や各学校行事の実行委員・係の活動を
通して、生徒が主体的に取り組む機会を計画的
に設定する。

教職員の取組の肯定的評価は80％　本校の生徒は、自分たちで考え物事を
進めていく力を持っており、それが達成感につながっている。生徒主体の場
を教員が意識してたくさん作っていきたい。

B

・市民科の学習活動の時間を中心に、話し合い
活動や発表活動を計画的に導入する。

教職員の取組の肯定的評価は93％　市民科に含まれる道徳の授業をはじ
め、CAPSやファイナンスパークなどの取組の中で、話し合い活動や発表活
動を行い、相談する力や発信する力を伸ばすことができた。

A

SNSや情報機器を正しく活用するための正し
いルールやスキルの定着率90％以上

「SNSなど情報機器を活用するための正しい知識やルールが身につき、適切
に使用することができていると思いますか」についての肯定的評価は91.2％
(51.0+40.2)であり、目標値をわずかに上回った。

A

・生徒による「戸越台SNSルール」の更新と、家庭
におけるSNSルール作りを推進する。

教職員の取組の肯定的評価は62％　「戸越台SNSルール」については確認
を行い、家庭にもSNSルールの大切さを伝えることは行った。現状の分析を
ルールの更新につなげたり、家庭との連携を進めていきたい。

C

・SNS利用教室等の機会を活用して、SNSを正しく
使うスキルや利用におけるリスクを生徒に理解さ
せる。

教職員の取組の肯定的評価は57％　SNSに関するトラブルはなくなることは
ないので、SNS利用教室や啓発資料の配布などを繰り返し行うことで、リスク
のある状況に気付く力をつけさせていきたい。

C

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・生徒は、SNSや情報機器を正しく活用する
ためのルールやスキルが身についていると
評価する割合が高いが、教職員はSNSに関
するトラブルがないとは感じていない。
・SNSの誤った使用によるトラブルは、学校外
で起こることが多いため、校内で行うリスク回
避のための啓発活動を契機に、ご家庭の理
解と協力をいただきながら、大人が連携して
見守る環境を醸成したい。

「心豊かな生徒」を目指し、「他者を理解する気持ち」と
「集団や地域との望ましい関わり方」を育てる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・食事や睡眠、衛生健康管理などの基本的
生活習慣については、アンケート評価、教員
取組評価ともに肯定的評価が高い。
・基本的生活習慣を身に付けることが、より
良い集団生活につながることを意識させてい
きたい。

②

・生徒の自己有用感を高めるために、生徒が
主体となり取り組む場面を、教職員が計画的
に作ることが大事である。各取組の反省と次
年度の計画を早期に実施していく。
・話合い活動の場面は、教科の授業も含め
学校生活の中で増えてきている。話合い活
動の進め方の工夫や多様な考え方を受け入
れることを大切にして、これからも継続、発展
させていきたい。



令和５年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

学校生活の安全対策　満足度90％以上
「学校は学校生活について安全に関する呼びかけや対策をおこなっていると
感じますか」についての肯定的評価は90.4％(47.7+42.7)であり、目標値に達
した

A

・給食の食物アレルギーの確認を毎朝実施する。
エピペン使用に関する教員の研修会を年1回実
施する。

教職員の取組の肯定的評価は100％　参加可能な全教員で、ロールプレイ
を含めたエピペン使用に関する研修を行った。いざというときに、ためらわず
エピペンの使用ができるようにしていきたい。

A

保健体育の授業や体育的行事の生徒の運
動意欲の向上90％以上

「保健体育の授業や運動会などの学校行事で、また、部活動等で意欲的に
運動することができましたか」についての肯定的評価は89.7％(57.7+32.0)で
あり、ほぼ目標値に達した。

B

・保健体育の授業や体育的行事を通して、生徒に
運動の楽しさや効果を実感させる。

教職員の取組の肯定的評価は91％　保健体育の授業や運動会など体育的
行事の計画にあたり、個人の運動能力だけに頼らず、皆で協力や工夫をす
ることにより達成感が得られるように心がけた。

A

・体力、運動能力に関する調査を教員が分析し、
生徒の課題解決に向けた体力向上の取組を推
進する。

教職員の取組の肯定的評価は60％　運動を苦手とする生徒もいるが、授業
では習得状況に応じた課題を与えたり、タブレットを使用して自己分析させる
など指導上の工夫を行った。

B

生徒の心を落ち着かせる人間関係づくり　実
感率90％以上

「学校は落ち着いて生活できる場所であると感じますか」についての肯定的
評価は86.8％(43.2+43.6)であり、目標値をやや下回った。 B

・スクールカウンセラーによる第7学年の全員面接
を行い、悩みを抱える生徒の早期発見、早期対
応につなげる。

教職員の取組の肯定的評価は100％　スクールカウンセラーによる第7学年
の全員面接は実施することができた。校内に相談できる専門家がいること
で、悩みの早期発見と対応につなげることができている。

A

・配慮を要する生徒について、校内で迅速に情報
共有し、必要により外部機関と連携しながら多角
的に対応を行っていく。

教職員の取組の肯定的評価は100％　配慮を要する等の情報は、巡回相談
員や巡回心理士からの情報を共有したり、教員間の生徒理解に関する研修
会で行っている。必要により外部機関との連携を行った。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・「学校は落ち着いて生活できる場所である」
ということに肯定的な評価は86.8％1であり、
1割はそう思わない現状がある。
・教員は十分に取り組んでいると考えている
が、スクールカウンセラーなど教員以外でも
相談に応じる人や場所を増やしていきたい。
・タブレットを利用した「デイケン」などを活用
し、悩みの早期発見につなげていく。

「たくましい生徒」を目指し、「心と体を鍛える」ことを大切
にして「自己実現にむけて努力する土台」を作り上げる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・交通安全、SNSの利用、災害時の対応な
ど、安全指導は定期的に行い生徒の意識を
高めており今後も継続していく。
・給食の食物アレルギーやエピペンの使用に
関する研修を必ず実施し、命に関わる安全
対策を欠かさずに行っていく。

②

・多くの生徒が、保健体育の授業、運動会な
どの体育的行事、部活動で、意欲的に活動
できていると感じている。
・集団で取り組むも場面が多いので、協力を
大切にする一方、個に応じた力を伸ばすこと
も大切にしていきたい。能力や得意不得意に
関わらず、これからも誰もが楽しく運動できる
環境を大切にしていきたい。



令和５年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生徒が相談しやすい教育相談体制の充実
満足度80％以上

「心配や悩みがあるとき相談できる人が学校内にいますか（友人、先生、カウ
ンセラー、他）」の肯定的評価は81.8％(40.7+41.1)であり、目標値をわずかに
上回った。

A

・生徒が悩みごとを相談しやすいように、スクール
カウンセラーや教職員による相談窓口を拡充し、
周知していく。

教職員の取組の肯定的評価は86％　相談窓口としてスクールカウンセラー
が十分に機能しているが、週に1日の対応なので迅速に対応することは難し
い。養護教諭も生徒の心の悩みに対応している。

B

いじめの未然防止・早期発見対応のための
取組の円滑な運用　早期対応率90％以上

「学校はいじめの未然防止や早期発見に取り組んでいると感じますか」は
88.8％(42.7+46.1)であり、目標値をわずかに下回った。 B

・「iチェック」や「hyperQU」を用いた、よりよい人間
関係作りのための分析を実施する。（年2回）

教職員の取組の肯定的評価は87％　「iチェック」と「hyperQU」を実施して、学
級集団の中でケアが必要な生徒に気付き、担任からの声掛けやSCにつな
げることができた。

B

・生徒の小さな心の変化やネット上でのいじめ等
に教員が気付けるよう、生活アンケートを実施す
る。（毎月1回）

教職員の取組の肯定的評価は100％　生活アンケートを毎月実施すること
で、生徒の悩みの早期の発見と対応につなげることができている。 A

個々の生徒の特性の理解と支援　早期対応
率90％以上

「（自分・他の人の）学習や生活で理解や支援が必要な場面で、学校はすぐ
に対応していると感じますか」についての肯定的評価は94.2％(42.7+51.5)で
あり、目標値を上回った。

A

・支援が必要な生徒について、校内委員会や生
活指導部会で情報共有を行い、必要に応じて教
育総合支援センター等につなげていく。

教職員の取組の肯定的評価は79％　適切な就学相談に関わることや学校だ
けでは対応が難しいことについて、教育総合支援センター内のHEARTSに協
力いただきながら対応することができた。

B

・特別支援教室（台中ルーム）と連携し、特性を持
つ生徒やその保護者と困り感を共有しながら校
内での支援を行っていく。

教職員の取組の肯定的評価は77％　今年度は利用者が3名から1名に利用
数減となった。巡回相談員や巡回心理士による生徒観察では、利用が適当
である生徒もいるので上手くつなげていきたい。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・「いじめの未然防止や早期発見に取り組ん
でいる」という肯定的評価を上げるために、
今年度から導入された「学校風土調査」を活
用し、集団や個人の課題を分析することで、
より良い学校風土づくりを目指していく。
・毎日行われるタブレットを利用したデイケン
により、いじめの早期発見を目指し、早期解
決につなげていく。

③

・生徒は多様性を受入れ、特別な支援に対
する理解も広がっている。
・特別支援教室の利用については、利用を促
したい生徒や保護者が、利用に抵抗を感じる
こともある。適切な年齢期に適切な対応をす
ることの大切さを皆で理解できるように、特別
支援教室の目的理解や好事例を発信するこ
とで、必要な支援に向けた適切な利用につな
げていきたい。

重点目標
「一人一人を理解する手段」と「相談できる窓口」を充実
し、いじめの「未然防止・早期発見・早期対応」を目指す。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・「相談できる人が校内にいますか」について
の肯定的評価は81.8％であり、相談したい生
徒の数に対して、スクールカウンセラーや教
員が対応できる容量が十分ではないと思わ
れる。タブレットの活用など、相談窓口の拡
充を図っていく。
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評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

人と人との関わりによる変容　実感率95％以
上

「学校内外の方と関わる活動を通して、これまでよりできることが増えた、自
分の考え方が変わった、深まったなど、自分の成長を感じることができました
か」についての肯定的評価は83.5％(32.0+51.5であり、目標値をいくらか下
回った。

B

・幼児、高齢者、職業人等、様々な人と関わる中
で、立場や価値観の違いなど、これまで気づかな
かったことを学ぶ教育活動を推進する。

教職員の取組の肯定的評価は86％　「七夕交流会」「合同避難訓練」「赤
ちゃんふれあい体験」「保育園交流」「ドリームジョブ」など、高齢者や幼児、
職業に携わる人たちと関わることができた。

B

進路学習を通して、将来の自分の進路や職
業、生き方について考えの深まり　実感率
90％以上

「進路に関する学習を通して、自分の将来の生き方について考え方が深まり
ましたか」についての肯定的評価は90.5％(34.0+46.5)であり、目標値に達し
た。

A

・地域の商店街や近隣の高等学校と関わりなが
ら、職場体験や上級学校訪問を実施する。

教職員の取組の肯定的評価は90％　戸越銀座商店街をはじめ、地域の職
場のご協力で職場体験を実施することができ、社会でのマナーや働くことの
意義を学び、自分の将来について考える機会となった。

A

・特別養護老人ホーム・保育園・小学校・地域へ
のボランティア活動を推進する。

教職員の取組の肯定的評価は58％　「七夕交流会」や「保育園交流」は行う
ことができたが、ボランティア活動としての取り組みは行わなかった。 C

生徒・保護者の学校生活や行事の充実　満
足度90％以上

「毎日の学校生活や学校行事は充実していると感じますか」についての肯定
的評価は95.4％(58.9+36.5)であり、目標値を上回った。 A

・学校ホームページで、教育活動に関する情報の
公開を促進する。また、教育活動に関する生徒、
保護者の評価アンケートを実施する。

教職員の取組の肯定的評価は40％　学校ホームページがリニューアルされ
て、学年だよりや毎日の給食などが日々更新されている。教育活動に関する
評価アンケートは生徒のみ実施した。

C

・教員による服務事故防止に向けた取り組みを行
い、年間を通じた服務事故なしを目指す。

教職員の取組の肯定的評価は100％　服務事故防止の研修会を定期的に
実施して、教職員の法令遵守の意識を高め、服務事故につながるような状
況を作らないよう危機意識の向上に務めた。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・「学校生活や学校行事は充実している」の
肯定的評価はとても高かった。学校ホーム
ページはリニューアルされて、生活や行事の
情報を発信しているが、多くの教職員が関わ
り発信できるようにしていきたい。
・信頼される学校と教職員であるために、服
務事故防止に向けた研修を定期的に実施
し、法令遵守の意識を高く持続けるようにし
ていきたい。

・地域との交流を活かしたキャリア教育の充実
・「開かれた学校」「信頼される学校」の実現

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・本校と合築である特別養護老人ホームとの
交流は本校の大きな特色である。今年度は
ボランティア活動を再開することが出来た。
授業では近隣保育園との連携もあり、年齢
層が異なる方との交流により、考え方を広げ
ることにつなげていきたい。

②

・進路学習については、職場体験、上級学校
訪問に向けて、関連する市民課の授業を通
して系統的に指導を行い、自分の進路につ
いて決める力をつけさせたい。
・地域の力を活用した講話や体験、ボラン
ティア活動を行い、生き方についての考えを
深めていきたい。
・上級学校訪問を行い、進路選択に大切なこ
とを確認し決定する力を育てたい。


